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澎湖群島・金門島発見の肥前磁器
Hizen Ware Found in Kinmen and Pescadores
盧 泰康（国立台南芸術大学）・野上 建紀（有田町歴史民俗資料館）


































































































































写真６　イントラムロス出土染付芙蓉手皿（Courtesy:National Museum of the Philippines）
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　1658 年 11 月 5 日から 8 日までに長崎を出
帆した７艘の唐船は大量の各種粗製磁器を積
んで廈門へ回航した。同年 11 月 18 日に中国
に向けて出航した２艘の積荷はほとんどが粗






（Courtesy:National Museum of the Philippines)
であった（12）。
　前述した唐船の帰航の出帆と帰帆の時期に従っ
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大貿易家国姓爺とその与党に属する船であった（13）。
　前述した日本磁器の中国沿岸への大量輸出につい













さに T. Volker が述べるとおりである。実際、同年
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海域周辺で発見されている肥前磁器からその交易
ルートを考えたい。ここでは 1640 年代から 18 世紀
前半にかけて、5期に分けて見ていくことにする。











いる他、1653 年 11 月 11 日、長崎発タイワン経由
バタヴィア行ヴィッテ・ファルク号の送り状，1654
年 10 月 25 日、長崎発タイワン経由バタヴィア行き




1  Tainan 台南 , Taiwan
2  Kaohsiung 高雄
3  Pescadores 澎湖諸島
4  Kinmen 金門
5  Monte Fortess site, Macao
6  Intramuros, Manila
7  Ha nôi, Vietnam
8  Ho'a Binh
9  Hai Hu'ng
10  Thanh Hoa
11  Quang Tri
12  Huê
13  Hôi An
14  Bin Dinh
15  Lâm Dông
16  Côn Dao 
17  Kien Giang
18  Ôdôngk, Cambodia
19  Ayutthaya, Thailand
20  Lop Buri site
21  Chiang Mai
22  Nakhon Si Thammarat
23  Melaka, Malaysia
24  Kota Tinggi
第６図　東アジア・東南アジアにおける肥前陶磁の出土分布図
25  The Geldermalsen
26  Gien site, Sumatra
27  Banten Lama, Jawa
28  Tirtayasa site
29  Batavia
30  Benteng Somba Opu site, Sulawesi
31  Benteng Wolio site, Buton
32  Vientiane, Laos  
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は高い。
［２期］1650 〜 1660 年代














で沈んだオランダ船 The Avondster 号で発見された
染付芙蓉手皿と同じ見込み文様が描かれている製品
が多数出土している。The Avondster 号は 1656 年
に長崎に来航しており、いわゆるアルバレロとよば




































Archivo General de Indias にある税関記録（Testimonio 
a la letra de todos los registros de visitas de champanes y 
pataches que han venido al comercio de estas islas desde 
el año de 1657 hasta el de 1684,que llegó a gouernar 
estas islas el señor Almirante de galeones,D.Gabriel de 
Curuzelaegui y Arriola,cauallero del orden de Sanctiago.
Quaderno 2,que llama al tercero）の調査を行い、その
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ば 1681 年 1 月 8 日にマニラが輸入した商品の中に




　1665 年 4 月 18 日 茶壺
　1666 年 4 月 2 日 日本製大皿（盤子）
　1668 年 4 月 5 日 大皿
　1672 年 4 月 19 日 碗
　1682 年 4 月 15 日 大碗 20 梱
　1683 年 4 月 11 日 精緻な大皿 60 梱（毎梱 30 個）
　1684 年 1 月 31 日 碗 10 桶（毎桶 50 個）
　1684 年 3 月 4 日 盛湯用 100 梱（毎梱 20 個）
　また、日本から台湾を経由してマニラに至る























［４期］1680 〜 1700 年代































によれば 1711 年においても唐船は長崎から 1339 俵
と 1950 個を輸出し、そのうちの 1187 俵をバタヴィ



































元が可能になるであろう。（2008 年 3 月 15 日脱稿）
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